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1. はじめに   
 炭素系のプラズマ対向材料はプラズマからの高い熱・粒子負荷を受けることにより、表面には昇華による損耗や

炭素の再堆積など様々な変質が生じる。特にダイバータのストライキングポイント近傍では、表面には炭素の再堆

積層が形成され、これが材料の損耗特性に大きな影響を与えるものと予想されている。特に ITER ダイバータの
アーマ材の寿命は炭素の再堆積による効果を考慮に入れているため、その損耗特性を把握することは極めて重要で

ある。本研究では JT-60 ダイバータタイルよりストライキングポイント近傍にみられる再堆積部のタイルを採取
して表面観察、低エネルギー水素粒子によるスパッタリング試験を行った。 
2. 実験 
 JT-60 で水素放電時に使用されたアーマタイルを採取して６７eV の低エネルギー水素粒子を照射し、重量減少
量から化学スパッタリング収率の評価を行った。照射温度は４７３Ｋ〜９７３Ｋ、ビームフラックスは 5.0x1019 
m-2s-1, フルエンスは 3.6x1024m-2である。 
3. 実験結果   
 図１に採取したダイバータタイル上に観察された炭素再堆積層の表面 SEM写真を示す。ダイバータタイル上に
は主として２種類の再堆積層が観察された。すなわち、ストライクポイントにおいて損耗、堆積を繰り返して形成

された緻密な再堆積層（図１左）および、ストライクポイント周辺部に見られる柱状の再堆積層（図１右）である。

これら２種の再堆積層を含むタイルに対し、低エネルギー(67eV)の水素イオンビームにてスパッタリング試験を行
った結果を図２に示す。緻密な再堆積層においてはスパッタリング収率は基材より３０％程度低下する。これは基

材に比べ、比表面積が低下したためであると考えられる。また、柱状の再堆積層では２０％増加した。これは再堆

積層が非晶質であり、水素を共堆積しているためであると考えられる。 
  

 

図１．JT-60ダイバータタイル上で観察された
２種の炭素再堆積層（上 x50, 下 x300） 
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図２．炭素再堆積層のスパッタリング収率 


